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　1930年代に起こった中国の「抗日救亡」運動は，
強まる日本の圧迫と侵略に対して民衆の中から自然
発生的に起こった愛国運動であった。もちろん中国
共産党の支援指導もあったけれども，先行したのは
民衆の愛国行動であった。例えば1931年の「満州事
変」に前後して組織された東北抗日聯軍の武力闘争
などは，中国共産党満州委員会の指導がむしろ後手
にまわっていたと言ってよい。
　満州事変以来，民衆の問に抗日救亡の気運が高ま
る中で，上海を中心に文学・演劇・映画・音楽等の
分野で抗日救亡を叫ぶ文化運動が展開された。これ
は左翼作家聯盟（左聯）との関わりも深いが，党の
文化組織にあった田漢・夏行らの指導によるところ
が大きく，ここに結集した青年活動家は創作活動や
表演活動を通じて民衆を鼓舞し，大衆の中に入って
社会の底辺から抗日救亡文化運動を組織した。これ
らはその後の中国革命の道を拓く原動力となったと
言ってよい。
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　これらに関しては，すでに「最耳小伝」，「洗星海
の生涯」，「洪深の半生」等小論にまとめてきたが，
近年中国で関連の資料が続続と掘り起こされ，30年
代の抗日救亡運動の実像が次第に解明されつつあ
る。そのため中国に実地調査に赴くとともに資料の
収集に努めてきた。96年夏には北京・長春を訪れ，
研究者と交流を行なう一方，東北師範大学図書館の
便宜供与を受け，主として東北抗日聯軍関係の資料
を調査閲読する機会を得た。
　また11月には雲南省昆明市に招かれ，最耳記念事
業に参加し，「最耳在日本」（日本における最耳）と
題して報告するとともに遺族や砥究者とも支流し，
轟耳の生いたちや昆明・玉渓での生活について聞き
取り調査をすることができ，大きな収穫を得た。昆
明の最耳墓，謡耳記念館，玉渓の謡耳故居，最耳記
念館にも訪れ，貴重な資料を入手することができた。
　さらに今年3月，上海を訪れ新装なった上海図書
館にて抗日救亡運動関係資料の調査閲読をした。ま
た魯迅記念館，鱈奮記念館，宋慶齢記念館等も参観，
関係資料の収集を行なった。そのほか最耳・洗星海
が住んだ旧居跡や明月歌舞団旧跡なども探し当て，
上海の抗日救亡歌曲運動の往事をかなり系統的に偲
ぶこともできた。
　今はこれらの見聞と資料をもとに1930年代の抗日
救亡文化運動について論文執筆中である。
